






成富勝1) 萩尾優希2) 小野田久美2) 竹内真一3) 安田繁4)
Creation of the biotope and the change of the biological diversity 
environment and the protection of the endangered plant. 
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Shinichi TAKEUCHI3)， and Shigeru YASUDA4) 
Abstract 
Wildlife suddenly decreases now around an urban region. Therefore， maintenance and the 
reconstruction of the growth place are necessary. We perform biotope creation of the natural crowd 
expectation type that we left to a natural transition process from 2004. Various actions are performed 
so far， and the traffic of various creatures is confirmed. Here， a student or the child of various private 
groups and vocational schools hope for a visit as well as a study in the this school and help the 
environmental activity of the neighbor. In addition， 1 perform the study to store endangered halophyte 
Shibana. 
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またこの水路は閉鎖的循環型であり，水質の維持も非 2. 5 平成20年度の活動
常に難しかった.新規造成した人工的な水循環環境で 平成20年度は通常のメンテナンスに加え，水田の
のホタル定着は困難であるということがより詳細に明 水路変更を行い，その影響の調査と生物調査を引き続
確になった. き行った.
く>2年目の水稲栽培 く>3年目の水稲栽培
水田2年目となる平成19年の収穫量は22.4kgと，初
年度である前年とほぼ同量であった.無施肥無農薬栽
培で行っているが，収量に変化が少ないのは，地力が
良い状態であると言える.まだ2年目の稲作と言うこ
ともあり，当初導入した水田の表土が持っている養分
が十分にあったからだと考えられるため，今後も無施
肥無肥料栽培を続けていくならば，その収穫量の変化
を観察する必要があるといえる.
く〉平成19年度の生き物調査
ビオトープ整備を始めてから4年目である本年は新
たに見つかった生き物も見られる一方，いままで見ら
れていた生き物が見られなくなったものもいるなど，
生物を取り巻く環境の変化が見られた.調査対象の
100種のうち61種類が確認された.生き物目録68種類
に対しては53種類が確認され，昨年よりも13種類が
新たに確認された一方，昨年度に確認されていた生き
物のうち15種類が確認できなかった.
図-6に示す農の恵み事業の生物手法を用いた生き物
環境の評価によると， w減農薬・生物技術の指標』が
減少しているが，その1項目を除いては前年度と同等
か前年よりも大きくなっている傾向にある.減農薬・
生物技術の指標が減少しているのは，ビオトープの規
模が大きくなり，一部で水質の管理が行き届いていな
いことが影響しているものと考えられる.
今までの水田は水源の
位置および、元々の地形の
関係から，上流と下流の
関係がきちんと出来てお
らず，水が滞留する場所
があり，水温や水質の変
化および藻類の発生状況
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が場所によって異なって 図ー7 濯減水流入場所変更
いた.乙の問題を解消す
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るため，濯減水の流入の位置を変更した.濯減水の流
入場所変更の様子を図-7に示す.
流入口の移設に伴い，今まで発生していたアオコが
減ってアオウキクサが発生し，水環境が改善されたこ
とが確認できた.
3年目の収穫量は20.8kgであり，前年度よりも2kg
ほど減少している.無施肥無農薬栽培で収量を維持し
続けることは難しいと考えられるので，何らかの対策
が必要である.
く〉生き物調査
平成20年度の調査では，新たに発見されたものが3
種，過去に発見していたが発見できなかったものが
14種となった.新たに発見されたものはカワニナ，
藻屑ガニ，ゴイサギである.カワニナはホタル導入実
験に際して導入したものがビオトープ内で繁殖したも
ビオトープの創造と生物多様性環境の変遷および絶滅危慎植物の保護について 41 
のと考えられる.藻屑ガニはカワニナを捕食するため，
カワニナの導入によって呼び寄せられたものと考えら
れる.ゴイサギはビオトープの虫や魚を捕食しに来て
いたと考えられ，生き物が豊富に見られるようになっ
たことから鳥類などの大型の動物も見られるようにな
ったといえる.
2. 6 平成21年度の活動
平成21年度の活動では，ビオトープと平行して続
けてきたシバナの保護活動に加えて，保護と繁殖を目
的とした実験を始めた.
洞海湾の自生地から採取した種を発芽させ，ポット
で苗の大きさまで育てることに成功した. これらの固
体を大池に移植し，淡水環境での生育を試みた.移植
にあたっては植え付け密度を3種類に設定し，その成
長具合の差や変化を観察した.
写真-13 平成21年度 シパナの種と播種の様子
苗の状態で移植してその後の成長を観察すると，高
い密度で植えつけた固体の成長がとてもよく，まばら
に植えた個体は初期段階での成長が悪かったが，秋に
なると差は見られなくなった.
写真-14 平成21年度大池移植直後と秋に繁茂したシパナ
2. 7 平成22年度の活動
平成22年度は，従来のビオトープ整備の継続と，
シバナの保護活動の一環で行っている繁殖実験2年目
の状況観察等を行った.また，瀬戸内の干潟に自生し
ているシバナの調査も行った.
。4年目の水稲栽培
平成22年度の水稲栽培は今までの手法を継続して
行った.これまでずっと無施肥無農薬栽培でやってき
たが， 4年目の収穫量は12kgと，これまでよりも大幅
に少なくなった.平成22年の夏は猛暑であり，その
影響もあると考えられるが，無施肥による連作をして
いることによる地力の低下が顕著であると考えられる.
く〉大池に移植したシバナの2年目の様子
前年度に移植したシバナは順調に成長して種を落と
した.落下した種から2世代目の固体が出てくるかど
うかを観察したところ，特に問題も無く2世代目の固
体が出現したことから，順調に根付いたということが
いえる.
写真-15 平成22年度移植したシパナの2世代目
※左(春:5月)，右(冬:12月)
く〉瀬戸内における塩生植物の調査
平成16年より取り組んでいるシバナは，九州以外
だと瀬戸内の干潟にわずかに残されている. この様子
を調査した.生育環境の違いとしては，洞海湾の干潟
はヘドロ状であるのに対して，瀬戸内でシバナが自生
している干潟は，砂質で非常に締麗な状態だった.洞
海湾のシバナが自生する干潟は閉鎖的な場所であるが，
瀬戸内の生育地は水の流れがある場所で生育している
ことから，嫌気化が進行しにくい環境に有るものと考
えられる.
く〉アッケシ草の栽培実験
瀬戸内の塩生植物の調査において，絶滅危倶 I類に
指定されているアッケシ草のサンプルを入手すること
が出来た.種の採取を目的として栽培を行ったが，種
の採取は出来ずに枯れてしまった.
3. まとめ
ビオトープ自由ヶ丘では，以上のように様々な取り
組みを行ってきた.また，ここに示す研究活動以外に
も，地域の小学校や町内会， NPOなどの環境学習教
室などでも利用されており，今後もビオトープを通し
て地域住民との交流の場としたい.
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